
広 告 遺言・相続・成年後見・離婚…等々、相談先が分からずにお困りの方、初回相談は何時間でも無料の地元
日高市のアイビー行政書士事務所へご相談ください。 ☎０４２－９８５－７５６６ （行政書士　田中諭）広 告 高齢者向け宅配弁当 594円（税込み）〜「宅配クック１
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　河川などの水質を保全するため、住宅の単独処理浄化槽またはくみ取り便槽を合併処理浄化槽に転換する場合、
その工事費用の一部を予算の範囲内で補助しています。

問い合わせ　環境課生活環境担当

きれいな川を守ろう！
合併処理浄化槽転換補助金をご利用くださいお知らせ

公開抽選
日時　５月６日(金)　午後１時30分から
場所　市役所３階301会議室
対象　
　�市で指定する浄化槽処理促進区域内の専用住宅ま
たは併用住宅において、10人槽以下の合併処理
浄化槽への転換をする人

※一部対象外の地域があります。
補助件数　20件
※申し込みが20件以下であった場合、抽選はあり
ません。その後の受け付けは、申し込み順となります。
申し込み　
　浄化槽転換補助金事前申込書を直接担当へ

受付日　４月19日(火)～22日(金)
受付時間　午前８時30分～午後５時15分
受付場所　環境課生活環境担当　
補助金額　工事費と下表の金額のいずれか低い金額

転換補助上限額 配管費補助上限額 処分費補助上限額 参考：平均工事費用 参考：自己負担額

５人槽 38万4,000円

20万円 ９万円

122万3,000円 54万9,000円

７人槽 46万2,000円 135万4,000円 60万2,000円

10人槽 58万5,000円 162万9,000円 75万4,000円

◆通常型

転換補助上限額 配管費補助上限額 処分費補助上限額

５人槽 47万4,000円

20万円 ９万円７人槽 61万5,000円

10人槽 72万3,000円

◆高度処理型（地下浸透適合）

注意事項
〇�補助金の申込書は、環境課で配布しています。
受付日当日の記入も可能です。

〇�補助金の交付決定通知前に工事を着工してしま
うと、補助金を交付できなくなります。

〇�実際の工事費用は、各家庭の条件(地形や配管
等)により異なります。

〇�転換において、道路側溝等の放流先がない場合
は、高度処理型浄化槽を設置することで、地下
浸透方式により宅地内の処理が可能です。

期日期日　６月12日（日）　　　　　　　６月12日（日）　　　　　　
場所場所　文化体育館「ひだかアリーナ」　文化体育館「ひだかアリーナ」
※健幸まつりについて詳しくは、広報ひだか５月号でお知らせします。※健幸まつりについて詳しくは、広報ひだか５月号でお知らせします。
問い合わせ問い合わせ　保健相談センター健康支援担当☎985　保健相談センター健康支援担当☎985－－51225122

特定健診
　検診車による肺がん・結核検診
および大腸がん検診も一緒に受け
られます。受診した人に、ハンド
タオルを差し上げます。
健�診内容　問診、診察、身体測定、血圧測定、血
液検査、尿検査等
対象　国民健康保険に加入している人
人数　80人（申し込み順）
費用　無料
申し込み　電子申請または電話で下記へ
※申し込み後、個別に受付時間をお知らせします。
健診にかかる時間は約１時間です。
問�い合わせ　保険年金課国民健康保険担当（１階
③番窓口）

乳がん検診（時間予約制）
内容　乳房X線検査（マンモグラフィー）
対�象　40歳以上の女性（原則昨年度市の乳がん検
診を受けていない人）
※「経過観察１年」の指示が出ている人は除きます。
注意事項
　次に該当する人は検診を受けることができませ
ん。
〇乳房について現在治療中や通院中の人
〇妊娠中や妊娠の可能性がある人
〇授乳中、授乳後６か月以内の人
〇豊胸手術を受けたことがある人
〇�ペースメーカーやシャントなど医療機器が前胸
部に入っている人
〇10分程度立位保持ができない人
費用　500円
申�し込み　事前に電話または直接下記へ（申し込
み順）
問い合わせ　保健相談センター健康支援担当
　☎985－5122

健幸まつりで乳がん検診と特定健診が受診できますお知らせ

後期高齢者医療制度に加入している人へ
　健康診査と肺がん・結核健診および大腸が
ん検診を同時に受診できます。
　実施の日時、場所、申し込み等は、特定健
診と同様です。
問�い合わせ　保険年金課国民年金・医療費担
当（１階④番窓口）

▲電子申請は
こちらから

単独処理浄化槽から合併処理浄
化槽へ転換すると、排水の汚れ
を８分の１に低減できるよ！

　日高市は、令和３年11月13日、「健幸のまち」宣言をしました。その趣旨にのっとり、「自らの
健康は自らでつくる」という意識の醸成を図るとともに、市民一人一人が具体的な健康づくりに取
り組む「きっかけ」を提供するため、「健幸ポイント事業」を実施します。詳しくは広報ひだか５
月号でお知らせします。

「健幸のまち」宣言
　一　自分に合った運動を、楽しく続けて、健康づくりに取り組みます
　一　十分な休養をとり、心身をリフレッシュして、こころを健康を保ちます
　一　自分のからだを知り、生活習慣を改善して、病気を予防します
　一　おいしく、楽しく、食べて、元気なからだをつくります
　一　笑顔であいさつ、声を掛け合って、健康づくりの輪を広げます
　一　お互いを認め合い、生きがいをもって、活躍できる社会を目指します

1213

広報ひだか広報ひだか 令和４年４月令和４年４月 広報ひだか広報ひだか令和４年４月令和４年４月

12-13_0323_2.indd   全ページ12-13_0323_2.indd   全ページ 2022/03/23   17:162022/03/23   17:16


